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はじめに 
 電子スピンの伝達は主に伝導電子を介して達成されてきたが、通常局在して磁性を担う d 軌道電子はこの

スピン輸送へのキャリアとしての寄与は小さく、その特性は不明瞭である。近年注目を集めている酸化物絶

縁体界面に形成される 2 次元電子系は d 軌道電子がキャリアを担うことが知られており[1]、それを用いたス

ピン輸送特性は従来の s 軌道電子を用いた結果と起源の異なる結果が得られることが期待できる。本研究で

は共に酸化物絶縁体である LaAlO3（LAO）と SrTiO3（STO）の界面に形成される 2 次元系におけるスピン輸

送の観測に成功したので報告する。 

実験方法 
 Fig. 1 に示すように、LAO/STO 基板上にスピン注入源として Ni80Fe20（Py）、検出電極として白金（Pt）を

成膜した。Py から注入されたスピンが LAO/STO 界面を伝搬し、Pt においてスピン流から電流へと変換する

ことでスピン輸送を観測した。スピンの注入方法にはスピンポンピング法[2, 3]、電流への変換には逆スピン

ホール効果[4]をそれぞれ用いた。 

実験結果 
 Fig. 2 に実験結果を示すが、Py の強磁性共鳴下における、Pt からの明瞭な起電力が観測できた。これはス

ピン源から注入されたスピンの検出電極における観測、つまりスピン輸送の達成を示唆する結果と言える。

逆スピンホール効果による起電力は通常共鳴点に対称なローレンツ型を示すため、解析を用いて対称成分と

非対称成分の分離を行いその電圧の大きさを評価したところ、逆スピンホール効果による起電力の大きさを

0.47 μV と見積もった。また、その極性は逆スピンホール効果の理論式通りの振る舞いを示した。一方、非対

称成分も同様に見積もったところ 1.62 μV と対称成分に比べて大きく、スピン輸送における常とは異なる振

る舞いが見られた。講演では LAO/STO 界面でのスピン輸送を裏付けるさらなる実験結果と、その信号につ

いての詳細を議論する。 
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Fig. 1 Measurement concept
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